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 要 旨   

 

背景及び目的： 

 疫学的データは、適度な赤ワイン摂取量が心血管死亡率と糖尿病の発生率を低下させること

を示唆している。しかし、これらの効果が赤ワインのエタノール、または、アルコールを含ま

ない構成要素に起因するかどうかは、いまだに解明されていない。本研究の目的は、赤ワイン、

ノンアルコール赤ワインとジンの適量飲用の効果を糖代謝と脂質プロフィールにおいて比較す

ることである。 

 

方法 

 心血管リスクの高い 67 人の男性は、ランダムに交差試験化された。慣らし期間の後、無作

為な順序で、全ては赤ワイン（30gのアルコール/d）、等価量のノンアルコール赤ワインとジン

（30gのアルコール/d）を 4週間飲用した。空腹時血漿グルコース、インシュリン、（インスリ

ン抵抗性のホメオスタシス・モデル評価；HOMA-IR）、血清リポ蛋白質、アポリポタンパク質

とアディポカインが、試験開始時と各介入の後に測定された。 

 

結果 

 平均調整された血漿インスリンと HOMA-IR は、赤ワインとノンアルコール赤ワインにより

減少したが、空腹時血糖値は本研究の全体を通じて一定のままだった。HDLコレステロール、

Apolipoprotein A-I と A-IIは、赤ワインとジンの後で増加した。リポタンパク(a)は、赤ワイ

ン介入後に減少した。 

 

結論： 

これらの結果は、赤ワイン（主にポリフェノール）のアルコールを含まない成分がインスリ

ン抵抗性を改善する可能性を支持する。そして、赤ワインが他のアルコール飲料より心血管疾

患に大きな保護作用を与える可能性を示している。 

 

 

 

 

 

 

 


